
本
市
は
、市
民
が
安
心
し
て
よ
り
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
中
長
期
的
な
指
針
と
し
て
、令
和
３
年

度
か
ら「
第
６
次
田
川
市
総
合
計
画
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
は
、基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
３
層
で

構
成
。基
本
構
想
の
基
本
理
念
は「
や
っ
ぱ
り
田
川
で
暮
ら
し

た
い
」、将
来
像
は「
あ
な
た
の
ち
ょ
う
ど
い
い
が
き
っ
と
見
つ

か
る
」と
し
ま
し
た
。こ
の
理
念
や
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、

５
年
ご
と
に
基
本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、令
和
８
年
度
か
ら

新
た
に
取
り
組
む「
後
期
基
本
計
画
」に
お
い
て
は
、「
都
市
づ

く
り
」「
産
業
・
経
済
」「
健
康
福
祉
」「
市
民
生
活
」「
教
育
文
化
」

「
行
政
経
営
」と
い
う
６
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ

や
っ
ぱ
り
田
川
で
暮
ら
し
た
い

あ
な
た
の「
ち
ょ
う
ど
い
い
」が
き
っ
と
見
つ
か
る

ら
に
取
り
組
む
こ
と
で「
移
住
・
定
住
の
促
進
」を
図
り
、基
本

構
想
に
お
け
る
目
標
人
口
を
４
万
３
千
人（
令
和
12
年
の
国
勢

調
査
人
口
）と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、３
年
間
を
１
期
と
し
て
実

施
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、計
画
の
進
捗
や
財
政
状
況
な
ど

を
基
に
、年
度
ご
と
に
見
直
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
実
施
計
画
の
事
業
費
は
、約
１
１
２
億
円

で
す
。こ
れ
は
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
３
５
９
億
円

（
10
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）の
う
ち
、約
31
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

第
６
次
総
合
計
画
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。▼

第6次
総合計画

令和3年度～令和12年度
〈前期〉令和3年度～令和7年度
〈後期〉令和8年度～令和12年度

■ 計画期間10年間

令和8年度

■ 事業数・事業費

182事業・約112億円

　少子高齢化の急速な進展や自然災害を教
訓とした防災体制に対する意識の変化など、
時代の潮流に的確に対応し、本市が持続的に
成長していける力を確保しつつ、市民が安心
して生活できるよう政策を進めていくため。

■ 策定の背景

概　要

s経営企画課 ☎85-7101

Tagawa Master Plan基
本
理
念

将
来
像

令和8年度から新たに後期基本計画が
スタートしました。総合計画は

市の総合的な市政運営を図るための
まちづくりの最上位計画です。

田川市

新規

令和8年度重点施策の取り組み
子ども第三の
居場所づくり
子どもたちが気軽に過
ごせる施設を開設。子ど
も食堂・ものづくりラ
ボ・プログラミング教
室・eスポーツ・自習ス
ペース・サウンドスクー
ル・カフェなど多機能化
を検討。

放課後児童健全
育成事業費
補助金
民設民営の放課後児童
クラブヘの運営費補助

新規新新規新規新規新規

策の取り組み
子ど
居場
子ども
ごせる
も食堂
ボ・プ

児童健全新規新規業費

営の放課後児童
の運営費補助

第三の
づくり
たちが気軽に過
施設を開設。子ど
ものづくりラ

プログラミング教室
運営費補助金

子ども第三の居場所づ
くり事業の一環。同施設
内でのプログラミング
教室などの運営事業者
を補助

和8年度重点施
放課
育成
補助
民設民
クラブ

ラミング教室
補助金

第三の居場所づ
の一環。同施設
プログラミング

新規
新規新規

プ
運

子
く
内

2

6
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誰もが「やっぱり田川で暮らしたい」と思い、住みたいまち・住み続けたいまちとして選ばれるまちを目指します。

「移住・定住の促進」  目標人口  ４万３千人

教職員の
働き方改革

小中学校へ教育業務支
援員を配置するほか、電
話設備の改修（通話録
音機能の追加など）、デ
ジタル採点ソフトの導
入などを実施

魅力ある雇用の
創出事業

転出が続く若者層を本
市での雇用につなげる
ため、若者層が求める仕
事や具体的な障壁、必
要な支援策などの情報
収集・分析を実施。令和
9年度事業を展開予定

廃校を活用した
シイタケ工場
整備費補助
旧鎮西中学校などの施
設を活用し新たに菌床
シイタケを栽培予定の
企業に菌床製造工場（国
内最大規模）整備費用を
補助。令和12年度雇用
者数の増加目標66人

中古住宅取得
助成金

中古住宅を取得して居
住する人への補助

老朽空家等
除却補助金

建替えのための空家の解
体費を新たに対象とする

教職
働き方

小中学
援員を
話設備

る雇用の
業

続く若者層を本
雇用につなげる
者層が求める仕

の
改革

校へ教育業務支
配置するほか、電
の改修（通話録

魅力
創出

転出が
市での
ため 若

活用した
ケ工場
補助
中学校などの施
用し新たに菌床
ケを栽培予定の

拡充新規新規

廃校
シイタ
整備
旧鎮西
設を活
シイタ

宅取得

宅を取得して居
人への補助

新規

中古住
助成

中古住
住する

家等
助金

ための空家の解
新たに対象とする

拡充

６つの「基本方針」※金額は令和8年度の
　予算規模

※1/3 上限50万円※1/3 上限50万円

魅力あふれる産業を
育むまちづくり

　新産業の創出や地場企業を支援し、雇用を安定
化させる。地域資源をいかした魅力ある観光地づ
くりを推進する。

22

誰もが便利に
住み続けられるまちづくり

　デジタルの力を活用し、効率的な行財政運営や市
民サービスの向上、地域課題の解決に取り組む。行
財政改革を推進し、持続可能なまちづくりに努める。

6

安全・安心で市民が
活躍するまちづくり

　防災体制の強化や防災意識向上など安全対策の
充実を図る。全市民が人権を尊重し、市民参加の機会
を充実させ、市民が活躍するまちづくりを推進する。

4 健やかに安心して
暮らせるまちづくり

　子育て環境の充実を図る。高齢者の生きがいづ
くりや地域の医療体制の構築に努める。市民が生
きがいをもって暮らせる共生社会の実現を目指す。

3

郷土を愛し豊かな心と
創造力を育むまちづくり

　子どもたちの心身の健康増進に努める。意欲・学
力向上のため教育環境の充実を図る。歴史を受け
継ぐ文化遺産を保護・活用する。

5

都市づくり ： 約28.6億円
産業・経済 ： 約14.9億円

健康福祉 ： 約39.7億円市民生活 ： 約5.4億円

行政経営 ： 約9.4億円 教育・文化 ： 約13.5億円

快適に暮らせる
美しいまちづくり

　中心拠点への都市機能の誘導や集約、持続可能
な公共交通ネットワークの構築などにより、便利で
快適なまちをつくる。

1

9 広報たがわ  2026.5



市が、さまざまな市民サービスを行うために集める
収入の予算です。

民生費
生活保護、高齢者や子育て
支援などに使う費用

衛生費
ごみの収集や処理、医療や
健康づくりなどに使う費用

総務費 職員の人件費、税金
の徴収、住民票の発行、庁舎
の管理などに使う費用

土木費 道路や公園、市営住
宅などの整備や維持管理な
どに使う費用

公債費
国や銀行などから借りたお
金を返済する費用

教育費 小中学校や図書館、
公民館などの運営・管理な
どに使う費用

消防費
消防署への負担金や消防団
の運営などに使う費用

商工費
商店街や企業の支援、観光
客の誘致などに使う費用

議会費
市議会の運営に使う費用

労働費
失業者の支援などに使う費
用

その他
災害発生時にその復旧に使
う費用や予備費など

●自主財源 
　みなさんに納めていただく市税、
市営住宅の家賃（使用料）、寄附金
など、本市が自主的に財源として
集めることができるお金です。

●依存財源 
　国や県からもらう補助金や、国
が集めた税金を配分する地方交付
税のほか、市の借金である市債な
どのお金です。生活保護や福祉
サービス、道路や施設の建設など
に充てられます。
　国や県などから受け取るため、
市税などの自主財源に対して依存
財源といわれます。
左のグラフのとおり、歳入の約7

割が「依存財源」であるため、本市
の財政状況は国の動向によって大
きく左右されます。

●約4割が「民生費」 
　生活保護、高齢者福祉、子育て支
援などに使われる民生費が予算全
体の約４割を占めています。削減が
難しい費用であるため、新しい市
民サービスや公共施設の整備に
は、行財政改革や歳入確保対策な
どに取り組みながら実施していく
ことが必要不可欠です。

一 般 会 計
358億5,369万円

予算
総 額

民生費
155.6億円（43.4%）

総務費
51.0億円（14.2%）

衛生費
36.2億円（10.1%）

土木費
31.2億円（8.7%）

公債費
29.6億円（8.2%）

教育費
23.3億円（6.5%）

その他
0.4億円（0.1%）
労働費
0.3億円（0.1%）

商工費
8.0億円（2.2%）

議会費
2.1億円（0.6%）

消防費
8.6億円（2.4%）
農林業費
12.3億円（3.4%）

国庫支出金
78.2億円（21.8%）

県支出金
29.3億円（8.2%）

市債
22.4億円（6.2%）

使用料及び手数料
11.6億円（3.2％）

寄附金
15.0億円（4.2％）

その他
（依存財源）
18.8億円（5.2%）

地方交付税
86.5億円（24.1%）

その他
（自主財源）
42.0億円（11.7%）

市税
54.7億円
（15.3%）

自主財源
123.3億円（34.4%） 依存財源

235.2億円（65.6%）

　市民のみなさんの暮らしを支える令和８年度の当初予算総額は、一般会
計で358.5億円となり、前年度と比べ1.2億円（0.3％）の増となりました。社
会情勢が変化する中でも、市民生活の安定と将来を見据えたまちづくりを
進めるとともに、市の重点施策を着実に推進するための予算としています。
　収入（歳入）では、地方交付税が最も大きな割合を占め、次いで国庫支出
金、市税となっています。地方交付税や国の補助金などを活用しながら、安
定した行政運営に必要な財源を確保しています。
　支出（歳出）では、生活保護、高齢者福祉、子育て支援などに使われる民
生費が最も多く、次いで総務費、衛生費となっています。市民生活に身近な
分野を中心に予算を配分し、暮らしを支える取り組みを進めていきます。
　収入と支出それぞれの内訳は、下の円グラフのとおりです。

農林業費 農道などの整備・
管理や農林業の振興などに
使う費用

8～9ページに記載されている事業などを実施するための
支出の予算です。

収入の内訳

支出の内訳

令和8年度

2026.5  広報たがわ 10
※記載した金額などは端数処理を行っているため、合計額などと一致しない場合があります。
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情報発信中!

　スマートフォンの普及により、この数年でインターネットが身近なものになっ
ています。便利になったものの、私たちの周りには、たくさんの情報があふれて
います。中には誤った情報や差別的な情報もあり、私たちには見分ける力が求
められています。
　特に、子どもたちは正しい情報かどうか理解しないまま、受け入れてしまう
ことがあります。そのひとつに「言葉」があります。悪気がなく使った何気ない一
言が、誰かを傷つけているかもしれません。そのために
も、まず周囲の大人が言葉づかいを見直し、自分も相手
も大切にする優しい言葉を選んで、会話することを日頃
から心掛けていきましょう。 

第40回 大切にしたい「言葉選び」 人権コラム

s人権・同和対策課
　 ☎85-7133

s経営企画課   ☎85-7101

Instagram▶

Facebook
ページ▶

田川市 
人権教育・啓発
基本計画▶

「13の多言語」 ＋
「やさしい日本語」
「13の多言語」＋
「やさしい日本語」

４月から「マチイロ」の新機能を活用し、Webやアプリで読むことができる「広報たがわ
電子版」の配信を始めました。さらに、13種類の多言語や「やさしい日本語」にも対応。
いつでも・誰でも気軽に広報紙を読むことができるサービスを提供しています。

「マチイロ」とは、広報紙など、自治体の発行物をデジタル
で気軽に読むことができるサービスです。読者の使い方に
合わせてWeb版とアプリ版を提供。アプリ版の場合は「個
人設定」をすることで田川市の広報紙・行政情報を選んで
通知を受け取ることができます。

日本語・英語・中国語（簡体字）・中国語（繁体字）・韓国語・タイ語・ポルトガル
語・スペイン語・インドネシア語・ベトナム語・フィリピノ語・ネパール語・ビルマ
語（ミャンマー語）・やさしい日本語

iPhoneやiPadなどに内蔵された画面読み上げ機能に対応することで、視覚障
がい者へのアクセシビリティを確保しています。

「カタログポケット」による多
言語配信は3月31日で終了
しました。

▲友だち登録はこちら▲

「13の多言語」＋「やさしい日本語」

iOS VoiceOver機能への対応

広報たがわ、議会のおしらせ、教育委員会だより「WaWaWa」、男女共同参画情
報紙「ゆめっせ通信」、田川市災害対応ガイドブック、ごみ分別方法のお知らせ
※その他の発行物も必要に応じて配信予定

マチイロで読める発行物

で読で読める！

Webで読む アプリで読む

市公式LINEでも
広報紙の発行を
お知らせしています

Google Play App Store

ア
プ
リ
の
場
合
は

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
必
要
で
す

スマホで気軽に
「広報たがわ」

報たがわ
にも対応。
す。

「広報たがわ」
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マイナンバーカードには
電子証明書有効期限があります

9時～17時 ※土日祝日、年末年始を除く受付時間

　マイナンバーカードに搭載されている電子証明書の有効期限
は、原則として発行日から5回目の誕生日までです。
　電子証明書の更新は、期限の3か月前から更新手続きができ
ます。有効期限が近づくと、J-LIS（地方公共団体情報システム機
構）から、有効期限通知書が送付されます。なお、電子証明書の
更新は、市民課窓口や市内4か所の郵便局で手続きができます。

有効期限が過ぎた場合、マイナ保険証としての利用・コンビニでの
各種証明書取得・e-Taxなどが利用できなくなります。
早めの手続きをお願いします。

猪位金郵便局 伊田郵便局後藤寺郵便局 田川糒郵便局

郵便局で申請可能な手続き

●市内に住民票がある人が対象です。
●代理人による手続きはできません。
●本人が15歳未満または成年被後見人の場合は、法定代理人（親権者な
　ど）の同行が必要です。

※１ 有効期限通知書が無い場合でも手続きはできます。
※２ 暗証番号を再設定するときに確認する場合があります。

必要な
もの

注意事項

電子証明書の新規発行 電子証明書の更新 暗証番号の再設定

s 市民課 市民年金係　☎85-7137（受付時間：8時30分～17時） ※土日祝日、年末年始を除く

▲郵便局でできる
手続き

通知が届いたら

早めに手続きを!

●本人のマイナンバーカード　●有効期限通知書※１

●マイナンバーカード以外の本人確認書類※２

▲電子証明書の
更新

注意

こ
の
ほ
ん
を

い
ろ
い
ろ
な

こ
と
ば
で

よ
む

▲
▲
▲


